
令和８年９月１日 

令和８年度における日本遺産総括評価・継続審査の結果及び 

候補地域の審査結果を発表します 

１．令和２年度に認定された日本遺産総括評価・継続審査結果について 
○ 審査結果は以下のとおりです。
・「重点支援地域」：４件
・「認定継続」：10件
・「再審査」：６件

なお、認定番号 104「八代を創造した石工たちの軌跡」については、令和８年熊本地震の影響に

鑑み、次年度以降に審査を延期します。

２．「候補地域」の審査結果について 
○ 本年度、日本遺産としての認定審査に係る申請のあった２件の候補地域のうち、

１件が今秋実施する点数評価プロセス（※）に進むこととなりました。

※点数評価プロセス：審査対象地域をそれぞれ点数によって評価し、上位の地域を日本遺産と

する仕組みとして、令和６年度より導入。

３．新規の「候補地域」の審査結果について 

○ 「候補地域」については、新たに１件の申請がありましたが、本年度における認定
地域は無しとなりました。

詳しくは、別添の資料を参照願います。 
別紙１ 日本遺産の認定審査・継続審査の流れ（概略） 

別紙２－１ 令和２年度認定日本遺産総括評価・継続審査結果一覧 

別紙２－２ 令和２年度認定日本遺産総括評価・継続審査結果 

別紙３－１ 候補地域認定審査結果一覧 

別紙３－２ 候補地域認定審査結果 

別紙４ 新規の候補地域審査結果一覧 

４.地域活性化計画の様式改定について（事前周知）
○ 審査にあたって提出いただいている地域活性化計画については、要点の合理化や分
量の簡素化を目的に、来年度提出分より様式の改定を予定しております。新様式につ
いては、本年秋から冬頃に公表予定です。

「日本遺産審査・評価委員会」における審議を経て、令和２年度に認定された日本遺
産総括評価・継続審査の結果及び候補地域の審査結果を発表します。 
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